
さあ、二地域居住を学び、先輩方のライフスタイルを見学した後は、実際にスタート

する準備です。拠点づくりまでの行うことを順番にご紹介。

このチェックリストを参考に準備を整えましょう！

①どんな二地域居住がしたいか考えよう！

②候補地を検討しよう！

③住まい（拠点）を探そう！

地域の決まりごとを確認しよう！

生活の基本的なルール（ゴミ出し方法、集落の慣習や共同作業など）を確認。

中長期で滞在できる拠点を探そう！

住宅ではなく、宿泊施設やワーケーション施設等を利用して、中長期・断続的に

暮らす方法もあります。あなたの志向や予算に応じて選択しましょう。

住まいを探そう・見に行こう・契約しよう！

住宅の購入や賃貸を検討する方は、住まい探し・空き家探し、物件の見学、

支援制度の活用、契約までの流れを確認し、じょうほうから始めましょう。

実現に向けて構想しよう！ ～考える～

二地域双方での生活環境をイメージする、費用や移動手段を考える、

子育て・教育環境を考える、家族やパートナーの合意を得ることが必要です。

地域を訪問し、地域を知ろう！ ～体験する～

短期間でも実際に訪問し居住してみることで、土地の雰囲気や暮らしぶりを体験

することができます！

情報収集しよう！ ～見る・聞く～

自身が思い描く生活や活動を行うことができるのか、候補地となる地域の状況や

自治体の支援内容等を知ることで可能性が広がります。

これからの働き方について考えよう！

現在の仕事を続けながら、新たに仕事を探したり、副業・兼業を始める例が見ら

れます。

自分や家族の理想のライフスタイルを思い描こう！

勤務先への出勤頻度や移動時間、通勤手当の有無、就業規則上可能であるのか、

会社の方針なども考慮し、人事・給与担当者と相談しながら検討しましょう。

都市でも地方でも

それぞれの地域の良さを享受できる

新たな出会いや体験が待っています

今までいた場所では出会えなかった

コミュニティに参加できるかもしれません。

多様な趣味のサークルやご近所づきあいなど

貴重な人や場とのつながりが身近に。

日本はいつ災害に見舞われるか分からない

災害列島です。

二地域居住をしていれば、いざというときに

住み慣れた地域へ避難することができます。

自身の趣味や特技、培った経験を

多様な地域で発揮することで、

その地域の助けとなるとともに、

やりがいや生きがいにつながります。

自身の志向や感性に応じて時間や場所を

選択する生活スタイルの可能性があります。

地域固有の自然や食、歴史文化、レジャーな

どを日常的にもっと味わうことが可能になり、

充実した生活を営めます。

現在の拠点を残しながら、

別の地域での生活をお試し。

移住に比べて、かかわりを残しながら、新た

な生活スタイルを取り込めるのが良いところ。

二地域居住とは、主な生活拠点とは別の地域に生活の拠点をつくる暮らし方。

「二地域」としていますが、２つ以上の地域に生活の拠点を持つことを指します。



二地域居住にもイロイロなスタイルがあります。二地域居住を実践している方のケースを参考に、あなたに合ったスタイルを探してみましょう！

二地域居住を実践している方の体験談やアドバイスをまとめました。

詳しくご覧になりたい方は、本編をご覧ください！

※本編へのリンク（QRコード）は1ページ目にございます。

・二地域居住のきっかけ

・二地域居住の生活コスト

・二地域居住のメリットデメリット

・二地域居住を始めたい人へのアドバイス

など 気になる情報が盛りだくさん！
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編


